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第14号様式（第8条関係）

（その 1）

(令和え年

収支報

（ふり がな ）

鋤
壱

1政治団体の名称

2主たる事務所の所在地

吾 捻秀3代表者の氏名

4会計責任者の氏名

事務担当者の氏名

（電話番号） ひざf一夜好一鍬6／

力入 済

政治団体の区分

口政 党

口政 党 の 支 部

口政治資金団体

口第18条の2第1項
政治資金規正法

〆:篭『愚篭管雛
□その他の政治団体の支部

活動区域の区分

□2以上の都道府県の区域等 画同一の都道府県の区域内

己 資金管理団体の指定の有無

口有

回無

公職の種類

資金管理団体
の届出をした
者の氏名

国会議員関係政治団体の区分

政治資金規正法第19条の
□7第1項第1号に係る
国会議員関係政治団体
政治資金規正法第19条の
□7第1項第2号に係る
国会議員関係政治団体

公職の候補
者の氏名

公職の種類



(その2）

収 支 の 状 況
1収支の総括表

2収入項目別金額の内訳

、 Tl#，

収 入 総 額

(前年からの繰越額）

(本年の収入額）
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支 出 総 額 卓 ／ ひ 7 6－ 8
翌年へ の 繰越額

ろ 3 7 3 ツ cZ

uノ 1回八の負担す｡冗費又は会費

金 額
十億 百万 千 円

員 数 人

、色ノ ー肩丁 IJN

ア寄附(イを除く。 ）の区分 金 額 備 考

(ア） 個人からの寄附
十億 百万 千 ■
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０
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(うち特定寄附） （内書）
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■
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■
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(ｲ） 法人その他の団体からの寄附
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（その 13）

3支出項目別金額の内訳

(1)支出の総括表

項 目 金 額
備 考

午司》入I工又笥3に訂し~（

供与した交付金に係る支出

1 経常経費

(1)人 件 費
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(3)
機関紙誌の発行
その他の事業費 (小計）

ア機関紙誌の発行事業費

イ宣伝事業費

ウ政治資金パーティー開催事業費

エその他の事業費
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(5)寄附 ・ 交付金
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(6)その他の経費
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(その 15）

(汪上ノ 5万円以上の支出（国会議員関係政治団体の平成21年以降分については、 1
万円を超える支出）はすべて個別に掲載し、 5万円未満の支出（国会議員関係
政治団体の平成21年以降分については、 1万円以下の支出）は、 「その他の支
出｣に一括して記載してください。

(注2） 「その他の支出｣と｢合計｣の欄は、右上の項目別区分の（ ）の中の項目ご
とに、最後の頁に記載してくださいｰ ◎

(3)政治活動費の内訳 項目別区分‘鯛‘織拡鋤脅 （』 輪,擬罰金会瑞資冬 ．）

支出の目的 金 額 年月日 支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称）

支出を受けた者の住所（団体に
あっては、主たる事務所の所在地） 備考

十億 百万 千 円

この頁の小計

その他の支出

合 計
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(その15）
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ー‐′ 、'ﾉ､'' ]杉へ一vゾェ四《巴云議員閑'1糸域治団体の平成21年以降分については、 1
万円を超える支出）はすべて個別に掲載し、 5万円未満の支出（国会議員関係
政治団体の平成21年以降分については、 1万円以下の支出）は､ 「その他の支
出｣に一括して記載してください。

注2） 「その他の支出｣と｢合計｣の欄は、右上の項目別区分の（ ）の中の項目ご
とに、最後の頁に記載してください。

(3ノ政治沽動費の内訳
項目別区分檬
一一号一

'/病畢襄曾 （戒'ズ●_と徒y鱒責他 ）
支出の目的 金 ・ 額 年月日

一
「
一 e四ざ童けた者の氏名
(団体にあっては．その楽称）

『 →

Pの■ロロュユーB■一

又画乞支けた者の任頂
あっては、主たる事務所

『 （団体に

D所在地）

勺三一一一

備考句
ら
部
品
い
〃
』 鶏-ﾃガ

伊牽

‘
臼
口
卓 嘘』 没

十億 ロ
８
８
日
Ｅ
Ｏ

百万

沼i 召
i

〃”
円

' ﾙ虎/'恥 蝋)篠承釦怒I前 静岡端駿淘区溜､ろ6-溌さＵ
■
日
日
８
８

■
・
■
■
■
■
■
■
■
凸
■

iB
ロ

：
■
■
０
８
日
■

Ｐ
Ｂ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

■O

U

B 、

ロ

、

■
・
■
■
■
・
■
■
■
■
■

：■

E

：

■
。
■
■
■
・
■
凸
■
■
■

■
凸
■
●
■
■
巳
■
■
■
■

■
凸
■
凸
■
■
■
■
■
・
■

■
０
二
■
０
二
■
■

■
８
０
８
■
■

■
０
１
８
０
８

■
０
９
０
８
１

０
０
■
。
Ｕ
●
■
０

8；

1
■
一
■
』
■
０
１
■

８
０
０
１
８
■

?５
８
０
■
■
０
０

８
０
０
０
■
０

■
０
－
■
０
■
６

■
■
■
・
■
■
■
■
。
■
■

■
■
■
・
■
■
■
・
■
凸
■

p■

Q

U

g

O

■p

B

８
０
８

■
■
■
凸
■
。
■
●
●
▲
■

０
■
』
■
０
８
■

０
８
０
０
１
■

この頁の小計

その他の支出

合 計

■
８
０
日
日
■

ロ
ロ
■
二
■
一
■
０
Ｇ

口
●
巳
画
■
一
■
二
日
■

n U

q O
p B
E D

0

0

13 ろ
■
・
巳
■
■
凸
■
凸
■
■

Iるお

〃

夕

ク
｜
一
夕

夕
｜
ク
ー
ク



(その 17）

資産等の状況
1 資産等の総括表

※有無について回してください。

資産等の有無

資産等の項目別区分 有 無 備 考

ア士 地 □ 回

イ建 物 □ 回

ウ建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 □ 回

エ取得の価額が100万円を超える動産 □ 画

オ
預金

又は
(普通預金及び当座預金を除く 。
貯金 （普通貯金を除く ‐

ｊ
１ □ 回

力金 銭 信 託 □ 回

キ有 価 証 券 □ 回

ク出 資 に よ る 権 利 □ 回

ケ貸付先ごとの残高が100万円を超える貸付金 □ 回

．支払われた金額が100万円を超える敷金 □ 回
ダ』

サ取得の価額が100万円を超える施設の利用に関する権利 □ 回／

シ借入先ごとの残高が100万円を超える借入金 □ 回



(その 20）

宣 垂
＝

垂
日

- － …-

添付書類 （別添のとおり）

1領収書等の写し

2監査意見書（政党本部及び政治資金団体に限る。 ）

3政治資金監査報告書（国会議員関係政治団体に限る。 ）

この報告書は、政治資金規正法に従って作成したものであって、真実に相違ありません。

令和、3年。と月／6日

近治団体の狢

言の氏采 鐵
紗弓

(解散届と併せて提出する時のみ記入）

（ 乏者の氏采
）

＝ 淫 「ノ、三!＝鵬一へ庁鐸…、、 －－‘－， －－ －
※ 「会計責任者の氏名」欄は、記名押印又は署名とし、署名の場合は必ず会計責任者本人が自署すること。
※

、 「代表者の氏名」も記名押印又は署名することとし、署名の場合は
必ず代表者本人が自署すること。


